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なぜ情報分析が必要なのか
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インターネットが一般的でなかった頃・・

何かわからないことが
あると・・・

発信元（源）の質に敏感となって
内容を総合的に判断した結果

調べた情報の質も理解した上
で、疑問に対する回答を自ら

導きだす。

信頼できそうな本を調べ

異なる分野の情報を調べ

専門家の意見を聞き

他人の評判を聞き
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現在は？

検索エンジンの上位数
件から、それらしい答え

を見て納得

大量の情報のため情報の質
を判断することが出来ず

WWW

思いついたキーワード
を検索エンジンに入力

The Internet

何かわからないことが
あると・・・

既存の検索エンジンは、情報の質を考慮しているのか？

既存の検索エンジンは、ユーザの意図を理解してコンテンツを
検索しているのか？
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したがって、

現在の検索エンジンはメ
ジャーなコンテンツを高く評

価する．

1

2

3

4

・
・
・

サーチエンジンはキーワードで
で検索して，検索リストを出力す
る．（ユーザはトップランクのペー
ジに価値があると信じている．）
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情報信憑性検証技術実現のための研究体制

WISDOMWISDOM

情報信頼性の評価基準
情報信頼性検証（情報の評価・分析・集約)

情報信頼性の評価基準
情報信頼性検証（情報の評価・分析・集約)

情報信頼性の評価基準情報信頼性の評価基準
情報信頼性検証（情報の評価・分析・集約)情報信頼性検証（情報の評価・分析・集約)

発信者
情報発信者の信頼性

発信者発信者
情報発信者の信頼性情報発信者の信頼性

評判
内容／発信者の評価情報に基づく信頼性

評判評判
内容／発信者の評価情報に基づく信頼性内容／発信者の評価情報に基づく信頼性

内容
情報内容の信頼性

内容内容
情報内容の信頼性情報内容の信頼性

外観
Webページの外観的な特徴に基づく信頼性

外観外観
Webページの外観的な特徴に基づく信頼性Webページの外観的な特徴に基づく信頼性

利用者への評価・分析結果の提示利用者への評価・分析結果の提示

相互補完

NICT研究

知識ベース

ネットワーク上の玉石混淆な情報ネットワーク上の玉石混淆な情報

データ解析的アプローチによる、
テキスト、画像、音声、映像情
報の分析

情報利用者がWebコンテンツの信憑性を

判断する上での手がかりとなる情報を提供

Webコンテンツを構成する

テキスト、画像、音声、映像情報

課題イ 意味内容の時系列分析技術

•インターネット上から利用者が着目する
領域・観点に関する意見を抽出、意見間
の論理的関係を分析する技術

•意見の時間的変遷等を分析する技術

テキスト情報の意味内容解
析を含む自然言語処理によ
る深い解析

時間的変遷分析

・
・・

課題ア Webコンテンツの分析技術

•画像・音声・映像情報とそれを説明する
テキストの不整合度を検証するクロスメ
ディア分析技術

•テキストの表層的特徴（文体、語彙等）や
発信者の発信履歴等の分析技術

委託研究

●データ解析的アプローチによるWebコンテンツを構成するテキスト、
画像、音声、映像情報の分析技術

●自然言語処理による深い解析による情報相互の論理的関係性、時
間的変遷の分析技術

●大量のWebコンテンツから自然言語処理技術に基づく４種類の情
報分析手法で、ユーザが信頼性を判断する基準となる情報を提供

誰もが安心・安全にWebコンテンツを利活用できるための情報信憑性検証技術を実現

情報通信研究機構（NICT）自ら実施する研究と、委託研究により、強力に推進。
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信頼できる情報を見つけるには？

「アガリクス」の検索結果

健康によいという宣伝ばかり！
でも、本当に効くの？

信用するためには
いろんな面から見たい！

◆妥当な内容が書かれてるの？
◆どんな人・組織が書いてるの？
◆連絡先や情報源は明示されている？
◆社会的にはどう見られている？

既存の検索システム（グーグル等）
とは異なる

情報分析システムが必要！

NICT研究
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WISDOM

情報信頼性の評価基準
情報信頼性検証（情報の評価・分析・集約)

自然言語処理技術に基づく４種類の情報分析手法で解析

• 情報通信研究機構（NICT）自ら研究開発するWISDOM*（情報信頼性検証システム）は、
大量のWebコンテンツから自然言語処理技術に基づく４種類の情報分析手法で、
ユーザが信頼性を判断する基準となる情報を提供する。
【*WISDOM:Web Information Sensibly and Discreetly Ordered and Marshaled】

ブログ 個人ページ

匿名掲示板SNS
企業サイト

公的機関サイト報道機関サイト

発信者
情報発信者の信頼性

評判
内容／発信者の評価情報に基づく信頼性

内容
情報内容の信頼性

外観
Webページの外観的な特徴に基づく信頼性

発信者へのフィードバック

信頼度の高い情報発信のためのプロセスの改善

利用者への評価・分析結果の提示

日常生活の意思決定にWeb情報を安心して利用

Query

Internet

玉石混淆の
Webコンテンツ

NICT研究
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WISDOM

• WISDOMの画面例

選択した分類項目
のページリスト

発信者に基づく
分類項目

分析方法
選択

(ここでは発信
者分類を選択)

入力キーワード

情報発信者の分析

外観の特徴

発信者の情報

意見対象

ページ中の意見と極性

Webページの要約

情報の外観と評判の分析

情報の信頼性分析プロジェクト
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●データ解析的アプローチによるWebコンテンツを構成するテキスト、画像、音声、映像情報の分析技術
●自然言語処理による深い解析による情報相互の論理的関係性、時間的変遷の分析技術

知識ベース

ネットワーク上の玉石混淆な情報

データ解析的アプローチによる、
テキスト、画像、音声、映像情報
の分析

情報利用者がWebコンテンツの信憑性を
判断する上での手がかりとなる情報を提供

Webコンテンツを構成する
テキスト、画像、音声、映像情報

課題イ 意味内容の時系列分析技術

•インターネット上から利用者が着目する
領域・観点に関する意見を抽出、意見間
の論理的関係を分析する技術
•意見の時間的変遷等を分析する技術

テキスト情報の意味内容解析
を含む自然言語処理による深
い解析

時間的変遷分析

・・・

課題ア Webコンテンツの分析技術

•画像・音声・映像情報とそれを説明する
テキストの不整合度を検証するクロスメ
ディア分析技術
•テキストの表層的特徴（文体、語彙等）や
発信者の発信履歴等の分析技術

委託研究 （電気通信サービスにおける情報信憑性検証技術に関する研究開発）
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利用イメージ

発信者

情報発信者の分析

評判

内容

情報内容の分析

外観
Webページの外観的な特徴に基づく分析

情報信頼性の評価基準

��

内容／発信者の評価情報に基づく分析

インターネット

玉石混淆のデジタル情報

10

意味内容時系列分析

Webコンテンツの分析
技術（クロスメディア分析）

【利用例】 アガリクスって本当に健康
に良いのかしら？WISDOMを使って
検索エンジンの検索リストをみると，リ
スト上位は販売会社ばかりよね。公的
機関の内容を見る限りでは健康によ
いのかどうか疑問のようね。アガリク
スに関して多面的に検索をしてみよう。
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アウトカム

信頼できる情報をもとに、レベ
ルに応じた、安心・安全な教育
を実現する。

国内外で発生している現象を正
確に理解するために、言語の壁
を越えて情報を収集し、多様な
観点からの情報を獲得する

大量の情報の中から信頼できる
情報を提供することで、効率的
に製品開発を進め、競争力を高
める。

信頼できる価値のある情報で複
数のユーザの興味をまとめ上げ、
コミュニティを生成し、活性化
させる。

情報分析

玉石混淆のデジタル情報

1
2
3
4
・
・
・

信頼できる情報を正しく利活用できる情報通信基盤を構築し，ユビキタスネット社会への革新を
加速させる．
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まとめ

• 現在のWeb
– インターネットによる情報の集合

• 次世代のWebとは？
– 信頼できる情報の利活用によるユビキタスネット上の「知の還流」を実現

• 以下の技術の研究を通して次世代Webへの変革を目指す。
– 電気通信サービスにおける情報信憑性検証技術

– 信頼できる情報を発見するための情報分析技術
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ご静聴ありがとうございました
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